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➢収支計画シミュレーターは、価格転嫁の有無が今後の企業収益に与える影響を見える化
し適切な価格転嫁の程度を分析できるツールで、以下3つのシートで構成されています。

１．収支計画シミュレーターとは

2

■業種選択

その他

■基本情報 ■損益計算書 （単位：円） ■販売費及び一般管理費 （単位：円） ■売上原価明細 （単位：円）

入力欄 入力欄 変動費 入力欄

最新決算期 最新決算期 固定費 最新決算期

会社名　　　※1 売上高 62,655,546 販売費及び一般管理費 12,362,397 仕入原価 45,948,945

従業員合計数 1 人 売上原価 45,951,537 人件費 6,052,358

　人員数（原価）　※2 0 人 期首商品棚卸高 248,222 役員報酬・賞与 5,400,000

　人員数（販売管理）　※2 1 人 仕入原価 45,948,945 従業員給与 296,736 当期仕入高 変動費 45,948,945

直近決算年度（西暦） 2023 年 7 月 期末商品棚卸高 245,630 従業員賞与 0 固定費

売上総利益 16,704,009 雑給 0

販売費及び一般管理費 12,362,397 法定福利費 355,622

営業利益 4,341,612 福利厚生費 0

営業外収益 6,541 減価償却費 0

営業外費用 704,243 その他変動販管費 3,772,429

支払利息 0 その他固定販管費 2,537,610

その他営業外費用 704,243 変動費

経常利益 3,643,910 -45,948,945

電力費　※3 変動費

燃料費　※3 固定費

修繕費　※3 固定費

消耗品費　※3 固定費

保険料 固定費

減価償却費 固定費

変動費

固定費 -45,948,945

-45,948,945

項目

株式会社　埼玉卸

※1　会社名は必要に応じて入力してください。

項目 項目項目 入力欄

　　（シミュレーションには反映されません）

※2　従業員には、パート・アルバイトを含みます。

※右記各種経費項目の数値の入力や固定費・変動

費の選択、上記「その他変動販管費」の数値の入

力は任意であり、最終的なシミュレーション結果

には影響しません（「シミュレーション入力シー

ト」内の各表に反映されます）。

①基本情報入力シート

■価格転嫁計画 ※ 価格転嫁により売上げが伸びる分のみの増加率を入力し、通常営業による売上げの増加(≒売上数量の増加)は織り込まないでください。

項目 単位 直近年度 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 5年平均

売上高増加率（前年度比） ％ - +1.0% +2.0% +3.0% +4.0% +5.0% +3.0%

売上高増加率（直近年度比） ％ - +1.0% +3.0% +6.1% +10.4% +15.9% +7.3%

こちらは売上高や材料費等の増加率の入力に当たっての参考としてご利用ください。　　※以下「価格の増減率」の数値はシミュレーションに自動反映されません。

令和2年1月比 令和3年1月比 令和4年1月比

 +16.5%  +15.6%  +12.1%

令和2年1月比 令和3年1月比 令和4年1月比

 +15.5%  +15.5%  +13.1%

※　Excelのバージョン（主にExcel 2016）によってはプルダウンリストが正しく表示されない場合がありますが、

　　この場合は「Alt」キー＋「↓」矢印で表示できます。

価格交渉支援ツールとの

データ連携機能

国内

国内類別1_飲食料品

国内小類別1_食料品

第1階層

第2階層

第3階層

価格の増減率（令和5年10月基準）

②シミュレーション入力シート

③診断結果

収支シミュレーション診断
彩の国

埼玉県

① 価格転嫁をした（できた）場合の売上高・経常利益の推移

･価格転嫁を行うことで、売上高増加率が年平均+3.0%となることを

仮定して試算した結果です。

･価格転嫁をしなかった（できなかった）場合、上記価格転嫁をした

場合との経常利益の差は5年間の累計で▲21,409千円となります。
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② 価格転嫁をしなかった（できなかった）場合の売上高・経常利益の推移
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２．収支計画シミュレータ―の基本的な使い方

➢以下のフローを参考に、損益計算書の各項目の数値や価格転嫁による売上高増加率、賃
上率等の計画値（予測値）を入力していくことで、価格転嫁できた場合とできなかった
場合の売上げ及び利益の推移を試算することができます。

【活用フロー】

① 『基本情報入力シート』の各入力欄に、損益計算書のデータ等を入力します。

② 『シミュレーション入力シート』の各入力欄に、今後の計画（予測）を基に価格転嫁による売上高
増加率や賃上率、変動費及び固定費の増加率等を入力します。

③ 『シミュレーション入力シート』内の「収支増加計画詳細」等に表示される各数値を確認し、必要
に応じて②で入力した売上高増加率等の数値を調整します。

④ 『診断結果』に表示されるグラフや数値の推移を確認し、価格転嫁の意思決定を検討します。
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■業種選択

その他

■基本情報 ■損益計算書 （単位：円） ■販売費及び一般管理費 （単位：円） ■売上原価明細 （単位：円）

入力欄 入力欄 変動費 入力欄

最新決算期 最新決算期 固定費 最新決算期

会社名　　　※1 売上高 62,655,546 販売費及び一般管理費 12,362,397 仕入原価 45,948,945

従業員合計数 1 人 売上原価 45,951,537 人件費 6,052,358

　人員数（原価）　※2 0 人 期首商品棚卸高 248,222 役員報酬・賞与 5,400,000

　人員数（販売管理）　※2 1 人 仕入原価 45,948,945 従業員給与 296,736 当期仕入高 変動費 45,948,945

直近決算年度（西暦） 2023 年 7 月 期末商品棚卸高 245,630 従業員賞与 0 固定費

売上総利益 16,704,009 雑給 0

販売費及び一般管理費 12,362,397 法定福利費 355,622

営業利益 4,341,612 福利厚生費 0

営業外収益 6,541 減価償却費 0

営業外費用 704,243 その他変動販管費 3,772,429

支払利息 0 その他固定販管費 2,537,610

その他営業外費用 704,243 変動費

経常利益 3,643,910 -45,948,945

電力費　※3 変動費

燃料費　※3 固定費

修繕費　※3 固定費

消耗品費　※3 固定費

保険料 固定費

減価償却費 固定費

変動費

固定費 -45,948,945

-45,948,945

項目

株式会社　埼玉卸

※1　会社名は必要に応じて入力してください。

項目 項目項目 入力欄

　　（シミュレーションには反映されません）

※2　従業員には、パート・アルバイトを含みます。

※右記各種経費項目の数値の入力や固定費・変動

費の選択、上記「その他変動販管費」の数値の入

力は任意であり、最終的なシミュレーション結果

には影響しません（「シミュレーション入力シー

ト」内の各表に反映されます）。

３．基本情報入力シートの構成

① プルダウンから業種を選択します（選択に応じて表示される入力欄が変わります）。
② Ａ:基本情報、Ｂ:損益計算書、Ｃ:販売費及び一般管理費、Ｄ:売上原価明細の各入力欄
（緑色網掛け）に数値等を入力していきます。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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①

②



３．基本情報入力シートの入力 【 基本情報 】

➢会社概要を入力します。従業員数は原価人員・販売管理人員に分けて入力してください。
ここでは食料品卸売業者を例としています。
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■基本情報

会社名　　　※1

従業員合計数 1 人

　人員数（原価）　※2 0 人

　人員数（販売管理）　※2 1 人

直近決算年度（西暦） 2023 年 7 月

株式会社　埼玉卸

※1　会社名は必要に応じて入力してください。

項目 入力欄

　　（シミュレーションには反映されません）

※2　従業員には、パート・アルバイトを含みます。



３．基本情報入力シートの入力 【 損益計算書 】

➢損益計算書を基に数値を入力します。以下の赤字で記した番号に従い、損益計算書の各
項目の数値を対応する入力欄に転記します。
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３．基本情報入力シートの入力 【 販売費および一般管理費 】

➢同様に、販売費および一般管理費の各数値を入力欄に転記します。その他変動販管費は
売上増減に伴って変動する販管費の合計を入力してください。例では⑪と⑫が該当する
ものとしています。

7
※この項目の入力は任意であり空欄でも試算結果には影響しません

※



３．基本情報入力シートの入力 【 売上原価明細 】

➢売上原価明細の当期仕入高には当期商品仕入高の数値を入力します。
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※この項目の入力は任意で
あり空欄でも試算結果には
影響しません



４．シミュレーション入力シートの入力 【 価格転嫁計画 】

➢価格転嫁による売上高の増加計画を入力します。今後の価格転嫁による売上高増加率
（対前年度比）の計画値を入力してください。

※注意
ここでは売上数量は直近年度から一定であることを前提とし、価格転嫁（単価の改善）に
よってのみもたらされる売上高増加率を入力してください。
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■価格転嫁計画 ※ 価格転嫁により売上げが伸びる分のみの増加率を入力し、通常営業による売上げの増加(≒売上数量の増加)は織り込まないでください。

項目 単位 直近年度 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 5年平均

売上高増加率（前年度比） ％ - +1.0% +2.0% +3.0% +4.0% +5.0% +3.0%

売上高増加率（直近年度比） ％ - +1.0% +3.0% +6.1% +10.4% +15.9% +7.3%

対前年度比の売上高増加率を入力していきます。ここでは、
1年後は1.0％、2年後は2.0％・・・と年々売上高増加率が拡
大していき、5年間の平均に換算すると3.0％になるものと計
画しています。



■人件費

（参考値） 0 円/人

296,736 円/人

円/人

3,600,000 円/人

項目 単位 直近年度 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 5年平均

賃上率（前年度比） ％ - +1.0% +2.0% +3.0% +4.0% +5.0% +3.0%

賃上率（直近年度比） ％ - +1.0% +3.0% +6.1% +10.4% +15.9% +7.3%

原価人員増減数（人）※ 人 0

販売管理人員増減数（人）※ 人 1 1

従業員増減数合計(累計） 人 - 1 1 1 1 1

従業員合計 人 1 2 2 2 2 2

※　「原価人員増減数（人）」及び「販売管理人員増減数（人）」は前年度比の数値を入力してください。

一人当たり原価賃金（新規雇用）

一人当たり販管費給与（新規雇用）

直近年度一人当たり原価賃金

直近年度一人当たり販管費給与

４．シミュレーション入力シートの入力 【 人件費 】

➢人件費に係る各項目について数値を入力します。

① 賃上率（対前年度比）を入力します。
② 人員（原価人員及び販売管理人員）の増減（対前年度比）を入力します。
③ 新たに雇用する人員（原価人員及び販売管理人員）の年間の賃金を入力します。
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①

②

③

ここでは1年後に営業人員を新たに
1名雇用することを想定しています。

ここでは②の営業人員の賃金を
3,600,000円と想定しています。

ここでは1年後は1.0%、2年後は2.0％...と年々賃上
率を上げていき、5年間の平均で3.0%の賃上げを行う
ことを想定しています。



■変動費増加率

項目 単位 直近年度 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後 5年平均

当期仕入高（前年度比） ％ - +1.0% +1.0% +1.0% +1.0% +1.0%  +1.0%

当期仕入高（直近年度比） ％ - +1.0% +2.0% +3.0% +4.1% +5.1%  +3.0%

（前年度比） ％ - 0.0%

（直近年度比） ％ - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

こちらは売上高や材料費等の増加率の入力に当たっての参考としてご利用ください。　　※以下「価格の増減率」の数値はシミュレーションに自動反映されません。

令和2年1月比 令和3年1月比 令和4年1月比

 +16.5%  +15.6%  +12.1%

令和2年1月比 令和3年1月比 令和4年1月比

 +15.5%  +15.5%  +13.1%

※　Excelのバージョン（主にExcel 2016）によってはプルダウンリストが正しく表示されない場合がありますが、

　　この場合は「Alt」キー＋「↓」矢印で表示できます。

第1階層

第2階層

第3階層

価格の増減率（令和5年10月基準）

価格交渉支援ツールとの

データ連携機能

国内

国内類別1_飲食料品

国内小類別1_食料品

４．シミュレーション入力シートの入力 【 変動費増加率 】

➢原材料費や仕入高の増減率（対前年度比）の予測値を入力します。その際、「埼玉県価
格交渉支援ツール」とのデータ連携機能として、赤枠の第１階層から順番に原材料品目
等の分類をプルダウンで選択していくことで、その品目の過去からの価格増減率（日本
銀行公表の企業物価指数のデータ）が参照できますので、参考としてください。
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以下の価格の増減率を見ると、数年前に比べて食料品の価格は
上昇しているものの、上昇率は鈍化傾向にあることから、ここ
では今後の仕入高の上昇率を毎年1.0％と予測しています。

プルダウン選択 価格の増減率を
自動的に表示



■固定費増加額

項目 単位 直近年度 1年後 2年後 3年後 4年後 5年後

その他人件費（雑給等） 円 0

役員報酬 円 5,400,000

賃上げによる原価賃金増加 円 - 0 0 0 0 0

賃上げによる販管費給与増加 円 - 5,935 17,922 36,264 61,454 94,200

法定福利費 円 355,622 500,000 750,000 900,000 1,100,000 1,400,000

その他経費（原価） 円 2,592

その他経費（販売管理費） 円 2,537,610

営業外収益 円 6,541

営業外費用 円 704,243

※　直近年度からの増減額を入力してください。

メモ（自由に記入してください）

４．シミュレーション入力シートの入力 【 固定費増加額 】

➢固定費増加額を入力します。先の人件費についての入力内容等を踏まえ、役員報酬や法
定福利費等の変動が発生する場合はその増減額（対直近年度比）を入力してください。

ここでは、人件費の増加に伴う法定福利費の増加
額を入力しています。
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５．シミュレーション診断 【 グラフの確認① 】
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① 価格転嫁をした（できた）場合の売上高・経常利益の推移

▲ 1,000
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② 価格転嫁をしなかった（できなかった）場合の売上高・経常利益の推移

（経常利益）

② 価格転嫁をしなかった（できなかった）場合の売上高・経常利益の推移
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➢これまでの入力内容を基に①価格転嫁をした（できた）場合、②価格転嫁をしなかった
（できなかった）場合の２パターンで売上げ・利益の推移がグラフで表示されます。

➢例の場合、①では人件費や仕入高の上昇から2024年7月期に赤字となるものの、価格転嫁
による売上高増加で翌期には黒字転換し2028年7月期には直近期を超える利益水準となり
ます。一方②では価格転嫁ができずに売上高が一定で推移する中、人件費や仕入高の上
昇で利益水準の悪化が続き、2024年7月期以降赤字幅が年々拡大することが分かります。

一時的に赤字計上

価格転嫁によって
売上げ・利益改善 赤字幅が拡大

売上高は一定
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➢③のグラフは、①価格転嫁できた場合と②価格転嫁できなかった場合の売上高と経常利
益の差（②の各数値から①の各数値を引いたもの）の推移を示したものです。

➢例の場合、双方の差は年々拡大していき、経常利益の差は5年間の累計で約21百万円にも
上る（価格転嫁できないと5年間で約21百万円の利益を逸する）ことが分かります。

③ 価格転嫁をしなかった場合に逸する売上高・経常利益の推移

～シミュレーション結果～

彩の国

埼玉県

▲ 25,000

▲ 20,000

▲ 15,000

▲ 10,000

▲ 5,000

0

▲25,000

▲20,000

▲15,000

▲10,000

▲5,000

0

2023年7月期 2024年7月期 2025年7月期 2026年7月期 2027年7月期 2028年7月期

売上高（単年） 売上高（累計） 経常利益（単年） 経常利益（累計）単位：千円

（売上高） （経常利益）
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➢以下、～シミュレーション結果～では診断結果について具体的な数値で確認できます。

➢経常利益率の表示もあり、今後の収益性の推移について試算することができます。

（単位：千円） 2023年7月期 2024年7月期 2025年7月期 2026年7月期 2027年7月期 2028年7月期

売上高（単年） 0 ▲627 ▲1,892 ▲3,829 ▲6,488 ▲9,945

売上高（累計） 0 ▲627 ▲2,519 ▲6,347 ▲12,835 ▲22,781

経常利益（単年） 0 ▲589 ▲1,778 ▲3,598 ▲6,097 ▲9,346

経常利益（累計） 0 ▲589 ▲2,367 ▲5,965 ▲12,063 ▲21,409

～シミュレーション結果～

注 釈
・①は、売上高増加率を含む全てのシミュレーションを反映したものである。

① 価格転嫁をした（できた）場合

③ 価格転嫁をしなかった場合に逸する売上高・経常利益

② 価格転嫁をしなかった（できなかった）場合

（単位：千円） 2023年7月期 2024年7月期 2025年7月期 2026年7月期 2027年7月期 2028年7月期

売上高 62,656 62,656 62,656 62,656 62,656 62,656

人件費 6,052 10,158 10,420 10,589 10,814 11,147

営業利益 4,342 ▲224 ▲950 ▲1,587 ▲2,286 ▲3,096

経常利益 3,644 ▲922 ▲1,648 ▲2,285 ▲2,983 ▲3,794

経常利益増減額（前年比） ▲4,565 ▲726 ▲637 ▲699 ▲811

経常利益率  5.8% ▲1.5% ▲2.6% ▲3.6% ▲4.8% ▲6.1%

（単位：千円） 2023年7月期 2024年7月期 2025年7月期 2026年7月期 2027年7月期 2028年7月期

売上高 62,656 63,282 64,548 66,484 69,144 72,601

人件費 6,052 10,158 10,420 10,589 10,814 11,147

営業利益 4,342 365 828 2,011 3,812 6,250

経常利益 3,644 ▲333 131 1,313 3,114 5,552

経常利益増減額（前年比） ▲3,977 463 1,183 1,801 2,438

経常利益率  5.8% ▲0.5%  0.2%  2.0%  4.5%  7.6%

（売上高） （経常利益）

☞例の場合、価格転嫁を実施することにより
人件費等コストが上昇する中でも5年後
には直近期の経常利益率を上回り収益性が
改善するという試算結果になっています。

実情に合わせ、価格転嫁による売上高
増加率、賃上率、変動費・固定費の増減
率等を調整しながら、自社の損益計画の
策定にも御活用いただけます。


